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令和元年度第１回小田原市総合教育会議 会議録 

 

１ 日時  令和元年 10月 31日（木）午前 10時～午後０時 00分 

場所  小田原市役所３階 全員協議会室 

 

２ 出席者の氏名 

  加 藤 憲 一（市長） 

栢 沼 行 雄（教育長） 

和 田 重 宏（教育長職務代理者） 

吉 田 眞 理（教育委員） 

森 本 浩 司（教育委員） 

益 田 麻衣子（教育委員） 

   

３ 説明等のため出席した職員の氏名 

理事・教育部長            内 田 里 美 

教育部副部長               友 部 誠 人 

教育総務課長               飯 田 義 一 

学校安全課長               鈴 木 一 彰 

教育指導課長               石 井 美佐子 

教職員担当課長              鈴 木 一 彦 

教育指導課指導・相談担当課長      大須賀   剛 

学校安全課副課長             高  田 恭  成 

学校安全課副課長（保健係長事務取扱）   鈴 木 富 子 

学校安全課副課長（学校施設係長事務取扱）  中津川 博 之 

教育指導課副課長            野 光 利 

教育指導課副課長（学事係長事務取扱）   齋 藤 吉 弘 

          

   （事務局）  

  教育総務課副課長           府 川 雅 彦     

  教育総務課主査            菊 川 香 織 

 

教育部副部長… 定刻となりましたので、ただ今から、令和元年度第１回小田原市総合教育会

議を始めさせていただきます。 

本日の司会を務めさせていただきます教育部副部長の友部でございます。ど

うぞ、よろしくお願いいたします。 

それでは、早速、会議に入らせていただきます。初めに、加藤市長から御挨

拶を申し上げます。 

加 藤 市 長… 今年度第１回目の総合教育会議でございます。御承知のとおり教育委員を２

期勤めいただきました萩原委員の後任に任命させていただきました益田委
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員にとっては初めての総合教育会議でございます。どうぞよろしくお願いい

たします。初めてここでお会いする方もいらっしゃるかとは思いますけれど

も、益田委員は市内の町田小学校や白鷗中学校のＰＴＡの会長として長年に

わたって活躍されておりますほか本市のＰＴＡ連絡協議会あるいは神奈川

県ＰＴＡ協議会でも役員としてこのＰＴＡ活動に長年関わってこられて、そ

の中核で尽力をされてきた方でございます。また、あわせて本市の社会教育

委委員ですとか図書館協議会の委員も歴任されておりまして、いわば学校教

育にも社会教育にも非常に精通された実績をお持ちの方で、また、明るいお

人柄で交友関係も広く、ネットワークも広いというところでいろいろなとこ

ろで教育委員に適任であるということでお願いした次第でございます。新し

い方をお迎えしての総合教育会議がより一層活性化していきますよう、４名

の委員さんにも引き続きよろしくお願いいたします。 

さて、この秋は台風が当たり年でございまして、本市も台風 15号、19号と

２回にわたって強風と被害を受けました。その後、被害を受けた東北に比べ

れば本市の被害は直撃をされているにも関わらず甚大な被害にはならかっ

た。それでも沿岸部では高潮の影響で家屋が直撃をされて 10 数件のお宅は

砂と波が一気に浸入したということもあって、あまり報道はされていません

けれども局部的にはかなり被害を受けたところでございます。昨年被害を受

けた「漁港の駅 ＴＯＴＯＣＯ小田原」は昨年のことを勉強して内側に二重

の堤防を作っていたので、建物は無事で、来月 11月 22日のオープンに向け

て工事をしておりますので、皆様にも是非足を運んでいただければと存じま

す。 

また、今回は台風 15 号での千葉の情報がありましたので、かつてない大勢

の方が各避難所に避難されました。風水害避難場所あわせて７千名を超える

方が避難されまして、各小学校も多いところで 450名近い方が１つの小学校

に避難されました。体育館だけでは当然収まりきらず、普通教室のほうにも

各校長先生等の判断で開設させていただきました。個別にいろいろな課題が

あったにせよ全体としては整然とした避難をしていただいて、日頃の訓練の

成果と小田原の地域の皆様方の関係性があったからこそできたものだと無

事に安堵しておりますが、いろいろな課題が残りました。そんな中でもエア

コンの整備がされておりましたので、蒸し暑さを感じることなく皆様方教室

のほうで過ごされてよかったという声も伺っております。 

一方では横殴りの雨が長時間吹き付けましたので、雨漏り等がかなり顕在化

しまして、こういったものへの対応も急務ということで教育部もバタバタし

ているところです。そんなこともありましたが、今年はこれで収まると思い

ますけれども、今日は小田原市教育大綱の振り返りについてということで改

めて策定しております大綱の振り返りをさせていただきつつ今後に向けて

の新しいテーマ設定について皆様方の闊達な御意見をいただければと思い

ます。限られた時間の中ですが御協力賜りますようお願いいたしまして冒頭
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の御挨拶とさせていただきます。 

教育部副部長… ありがとうございました。 

それでは、議事に入ります前に、本日お配りしている資料の確認をさせてい

ただきます。 

資料は、「次第」、「名簿」と「席次表」が両面で１枚、【資料１－１】小田原

市教育大綱の振り返りとして両面３ページのホチキス止めのもの、【資料１

－２】Ａ４ヨコ両面 平成 31年度全国学力・学習状況調査結果における小田

原市学校教育振興基本計画の成果指標数値、【資料１－３】平成 30年度学校

運営協議会の開催状況についてとしてＡ４ヨコ両面４ページのホチキス止

めのもの、そして【資料２】次回のテーマ設定に向けた意見交換として１枚

ものの資料となります。不足がありましたら、お申し出いただきたいと思い

ます。 

それでは、これから議事に入らせていただきます。議事進行につきましては、

加藤市長にお願いいたします。 

加 藤 市 長… それでは、次第に基づき、進めてまいりますのでよろしくお願いいたします。

はじめに、議題１「小田原市教育大綱の振り返り」でありますけれども、昨

年度の総合教育会議で、対象期間が本年度末までとなっております教育大綱

について、学校教育振興基本計画の終期である令和４年度まで延長すること

を御確認いただいたところでございますが、策定から４年が経過しているこ

とから、今年の総合教育会議で振り返りをすることとなっていたものでござ

います。 

それでは、資料の説明を事務局からお願いします。 

教育総務課長… それでは私から御説明いたします。 

はじめに資料１－１ですが、振り返りを行う趣旨につきましては、ただ今市

長から御説明いただきました。４ポツ目からでございますが、振り返りを行

うに当たり、教育委員への事前アンケートを行い、教育大綱の４つの基本目

標や９つの重点方針に対し現時点で感じていることを御回答いただきまし

た。御回答いただいた結果は、２ページ目、３ページ目に整理しております

が、このうち、策定時の社会状況と比べて特徴的であると考えられる社会的

状況を踏まえた御意見や、策定時には緒についたばかりの取組に対する御意

見について、ゴシック文字とさせていただきましたが、本日はこれらを中心

に総合教育会議の場で議論を深め、今後の取組に向けた重要な視点を抽出す

ることで、教育大綱の振り返りとさせていただこうとするものでございます。 

次に資料の１－２でございますが、アンケートをお送りする際に、添付した

資料でございます。教育大綱に基づき平成 30 年度から５年間の計画として

策定いたしました学校教育振興基本計画では成果指標を設定していますが、

計画策定以前の数値を含めて平成 25 年度以降の推移が分かるように、全国

平均との比較を含めて一覧としたものでございますので参考にしていただ

ければと存じます。次に資料１－３でございます。アンケートを行いました
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際に、コミュニティ・スクール、すなわち学校運営協議会で話し合われてい

る内容や成果・課題について資料請求がございました。平成 30 年度までに

設置済みとなっている学校運営協議会 17 校について、平成 30 年度の議題、

成果、課題を設置年度別に学校ごとに取りまとめた資料でございます。 

議題 1 に関連する資料の説明は以上でございます。よろしくお願いします。 

加 藤 市 長… 資料の説明が終わりましたので、意見交換に入りたいと思います。 

事務局から説明がございましたように、策定時の社会状況と比べて特徴的で

あると考えられる社会状況を踏まえた意見や教育大綱の策定の際には緒に

ついたばかりの取組について、特に絞って今日は意見交換をさせていただき

たいと思います。 

最初に、資料１－１の２ページ、基本目標の二つ目の「地域ぐるみで取り組

む教育環境づくり」の中で、ＳＤＧｓやおだわら市民学校について触れられ

た御意見がございましたので、まずは、私から、これらの取組についての狙

いですとか現在の状況について簡単にお話ししたいと思います。 

    ＳＤＧｓについては皆さん御承知かと思いますが、持続可能な開発目標とい

うことで 2015 年９月に国連が提唱した世界的に共有して取り組むべき課題

でございまして、わが国も含めて各国で取組が行われております。17 のジ

ャンルに目標設定をして 169の具体的な数値目標を合わせたもので、全般的

には経済、環境、社会これがしっかり相互に連携させながら全体として持続

可能な地域の姿を目指していこうとするものでございます。 

小田原市ではわたくしも就任してこれで 12 年目に入りましたけれども、当

初から一貫して持続可能な市民自治のまちそして直近では持続可能な地域

社会づくりというものを掲げておりましたので、正直ＳＤＧｓが出てきたと

きはすでにうちはやっているからいいよという感じだったのですが、そうい

った中で他の都市がＳＤＧｓ未来都市に選定されていくのを見ていますと、

最初からやっていたのだから選定されないとまずいよねということで、２年

度目の選定に手を挙げまして、「ＳＤＧｓ未来都市」並びに「自治体ＳＤＧ

ｓモデル事業」の双方に採択をいただきまして、現在取組を進めております。

提案した小田原市の取組は何かといいますと、ＳＤＧｓには環境面、経済面、

社会面例えば豊かな森を守ったり、海を守ったりあるいは社会では暮らし続

ける地域ですとかいろいろな課題があってその多くのものは、小田原はすで

に独自の取組としてやっているわけでございますけれども、いずれの活動分

野にも共通している最大の課題は人材です。人がいない。人材が高齢化して

いる。役のなり手がいない。こういうことで課題解決の取組が支障をきたし

ている。なかなか進まないという状況があって非常に深刻な思いを持ってお

ります。それらを踏まえて昨年度からおだわら市民学校というものを立ち上

げまして、主に八つの分野について現場で実践されている方を講師にお招き

して実践のフィールドで学んでもらい、２年間の勉強を終えた後は参加した

生徒さんが関心を持つテーマに実践者として出ていただくということを狙
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いにした取組ですけれども、この人づくりの取組を眼目に据えた提案として

ＳＤＧｓに手上げをさせていただき、非常に高い評価を受けて、是非進めて

いただきたい、他都市のモデルになるからということで評価をいただいたも

のでございます。 

こういった取組が本市の今の取組でして、ＳＤＧｓを始めているから何か新

しいものをやっているということでなく、これまで取り組んできた環境・経

済・社会の分野・人づくりの分野について取組をしていくということのいわ

ば国家的なお墨付きをもらったという状況でございます。ちなみにこのおだ

わら市民学校では教育の分野、子育て支援の分野もありまして吉田委員にも

度々講師として出講していただきまして、熱心な御講義いつもありがとうご

ざいます。これについては進めてまいりたいですし、本市の人づくり、これ

は教育大綱にも通じていく部分がありますので、こういったものと地続きに

なっているような学びの場、実践の場というもの教育の場にもつなげていけ

ればなと思っているところでございます。 

非常に雑駁な説明ですけれども、ＳＤＧｓとおだわら市民学校についてはそ

のような取組をしています。ちなみにおだわら市民学校も２年度目に入って

おりまして、今２年目の専門課程に進んでいる生徒さん、生徒さんといって

も 20 代から 80 代までいらっしゃいますが、総勢 50 名くらいの方たちが学

んでおります。２期目の募集をかけたところ 30名定員に対し 90名以上の応

募がございまして、定員を膨らませて 60 名の方が２期生として１年目のカ

リキュラムを学んでいるところです。こういったペースで毎年ものすごい大

人数ではないですけれども、その分きちんと学んでいただいて実践を担える

人材が育っていってもらいたい。また自分たちで人を育てていく、地域の課

題にいろいろな人たちを巻き込んでいくという意識をしっかりと持ってい

ただくことで実践と学びがいい形で循環していくことになるのではないか

と思います。そういったところで育っていく、実践と学びの整合というのは

大人に限らず地域に育っていく子供たちにとっても非常に大事な学びや育

ちの場になっていくと思いますので、上手くこういったものも児童生徒にも

参加していただけるものになってくれば小田原全体として共有していける

のではないかと思っているところでございます。 

私からの説明は以上になりますので、ただいまの私の発言も含め皆様方から

御意見・御提案・御質問等あればいただきたいと思います。 

吉 田 委 員… おだわら市民学校に関わらせていただいていて、２期目の基礎課程もやら

せていただいたり、専門課程の「子どもを見守り育てる」も担当させていた

だくコマがあったりして小田原短期大学の教員も複数関わらせていただき

学生と一緒に活動するというところも組んでいただいて学生たちの学びに

もつながっていますけれども、専門課程を出られた方がどんな風に地域で活

躍するんだろうというところにとても関心がありまして、本学では小田原市

の方々にうちの学校でも活躍していただきたいと思っていて、特別講師とし
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て市民の方に学生の指導をお願いしています。もちろん賃金をお支払いして

お願いしたりしていますので、そういう特別講師としてもし採用の枠が出る

ようなことがありましたら卒業生にお声かけさせていただきたいとか、それ

から子育て支援センターでも必ずしも保育士資格や幼稚園教諭の資格が必

要とはしていなくて、お子さんとか保護者に適切に関われる方であればと思

っていて、そういうところでマロニエでも採用があったりしますので、そう

いう時におだわら市民学校で学んで小田原市を全体で見られる方、また仕事

としてそこで時給をもらうということだけではなくて、地域を子育てしやす

くしようとか地域の中で子供の成長を乳幼児に関わらず、その後育っていく

プロセスに目配りができるような方たちにアドバイザーになっていただき、

お子さんたちの成長を地域で見守っていただくとか、仕事の範囲だけではな

くて持ち出しと言ってはあれですけれどもご自分の生活の中で地域の子育

て支援にいろいろと関わっていただき、中で研修もいたしますので専門的な

知識もずっと蓄えていっていただいて、市民として本当に子供が安心して育

つ環境を作っていただけるっていうふうにつなげていけたらなと思ってい

ます。 

おだわら市民学校事務局に相談申し上げましたところそういう人材の募集

があった場合は、事務局を通して行うこともできますということも言われて

いますのでまたそういうつながりができてきたらいいなぁと思っておりま

す。ボランティアとしてスポットで行くのではなくて、どこか拠点にして自

分もある程度の収入を得ながら活動できることが継続につながるのでない

かと思いますので、そんなバリバリ働くのではないですけれども市民として

暮らしながら収入を得ていくという働き方がこれからの働き方かなと思っ

ていますのでそんな方たちが増えていくといいのかなっていうのを思いま

す。おだわら市民学校は私も希望を持って関わらせていただいているところ

です。 

和 田 委 員… まずはＳＤＧｓに選定されたということは市民にとって誇りだなと。報道さ

れた時に良かったなと。安倍総理大臣の隣に加藤市長がいられたのですが、

加藤市長が目立っていて良かったなと。写真も良かったなと。市民として全

国に発信するという意味ではすごく良かったなと思いました。 

吉田委員がおっしゃったように、学んだ人たちが登用されていくという仕組

みは有給であろうとボランティアであろうとはっきりしているということ

が地域の人材を発掘して育てるという意味では重要な課題だろうと思いま

す。教育に関係するところで言うと教師志望の人たちはこの地域にいると思

うのです。そういう人たちが学生時代にこういう学びの場を得てトータルに

この地域のことを学習しておくっていうことは準備としてとても重要なこ

とだろうなと思います。持続可能というと今まではどちらかというとシステ

ムづくりのほうに重点が置かれていて、でもそれを支えるのは人だからやっ

ぱり人づくりというところに小田原市がきちんとシフトしているところに
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とても価値があることだろうと思いました。これは例えば近く行われる城下

町おだわらツーデーマーチにしたって車社会できちんと地域を見る機会っ

てないじゃないですか。それを歩いて自分の足で、そのスピードで郷土を見

ていくという機会にもなると思うのです。 

教育委員会とか学校でも子供たちに対してそういったようなところで郷土

を学んでいくっていう視点もこういう今回の仕組みの中に取り入れていっ

て、総合的な従来の教育は知育偏重で成績さえ良ければ上級学校に進めると

いうふうな風潮が過ぎてきたという気がしているのです。今知識なんてスマ

ホでみんなわかっちゃうもんね。知識を入れ込むというより、それよりもそ

れを調べようという気が起きるようなそういう子供たちを育てていくって

いう、この地域にはどんな課題がでてくるのか。将来生きていく上ではどう

いう課題をきちんと自分が共有していかなければいけないかっていうこと

を分かるようなそういうものをなっていったらいいなと思いました。 

以上です。 

栢沼教育長… おだわら市民学校のほうで吉田委員の後に昨年から２回ほど講義をさせて

いただいて、最初はコミュニティ・スクールについてで「地域とともにある

学校づくり」二つ目の題が「放課後子ども教室」これについてお話しをさせ

ていただいた。とにかく感想としては、受講生の方々からいくつか質問をい

ただき、前向きで意欲があるというか明日にでもすぐに関わって取り組んで

くれる方々が多くいたっていうのが印象的です。それは昨年から今年とだい

ぶ違ってきたなっていう頼もしさを感じました。 

そうした中で、市長がおっしゃったように人材育成なり人手不足、担い手を

どうするかというそこにやはり最終的にはテーマが絞られていく。放課後子

ども教室等においても当然現在、人材不足になっていますし、これらについ

て是非関わっていただく。皆さん何らかの形で得意分野をお持ちですので、

そういったところをその場で生かすということが自らの自己肯定感という

か生きがいにもつながるという場が放課後子ども教室にはありますよとい

うことでかなり PR をさせていただきました。そういった面では今後人材育

成とか卒業した後の登用ということでは、いろいろなジャンルがありますの

で非常に期待できるなっていう手ごたえを感じました。 

あと、ＳＤＧｓにつきましては、やはり一番の目標が地球上の誰一人として

取り残さない。このテーマはまさに教育そのものだなって思っています。小

田原の教育も教職員の目指す像としては「絶対に子どもを見捨てない」子ど

もと寄り添う教育をしようということを徹底してやってもらっています。そ

ういった面でこの誰一人取り残さないというこの根幹をなすものは小田原

の教育に現在もしっかりとこれからも位置づかせて進めていきたいという

ふうに思っています。あと、いくつかのＳＤＧｓの中で特に目標３あたりは

「すべての人に健康と福祉を」ということが出されていました。そこでは薬

物乱用の防止とかあるいは道路交通事故というものを無くすそういった目
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標設定をされておりますけれども、実際には学校の教育課程の中で薬物乱用

防止とか、あるいは交通事故安全教育というところで教育課程の中で位置づ

いて取り組んでいる内容です。また、目標４のところに、これは一番関係す

るところですが「質の高い教育をみんなに」そのテーマがあります。これは

特にいくつか項目があって人権とか男女平等とか平和教育とかこれらもす

べて実際に本市が取り組んでいる教育の中に含まれているということから、

まさに今やっているところをさらに大きい視野で広げていく必要があるか

なと思っています。 

一番の関連で課題はやはり質の高い就学前教育と初等教育とのアクセスに

ついて。この項目については本市としてこれから幼稚園と小学校教育とのよ

り良い連携とか質の高い連携とかアクセスの在り方とか、また今本市が目指

してい幼小の一体教育とか、こういったことについてまだまだいろいろな課

題があるというふうに思っていますし、このあたりに今後力を入れてやって

いかなければいけないのかなと思っています。 

以上です。 

加 藤 市 長… 栢沼教育長にも講師を務めていただきありがとうございます。 

森 本 委 員… 私は教育委員になるまではＳＤＧｓについて正直分からなかったこともご

ざいます。今回、ＳＤＧｓがどういうものかを改めて勉強させていただきま

した。小田原市も以前から行ってきたことですが、改めて政府から小田原市

が「ＳＤＧｓ未来都市」「自治体ＳＤＧｓモデル事業」に指定されました。

その活動が今後人と人とのつながりをさらに良くして、地域の発展につなが

るということが分かりました。しかし、おそらくこういったことに携わって

いる方々は御存知かとは思いますが、一般の市民の方とか保護者の方には、

小田原市が本当にＳＤＧｓという非常に重要な取組をされていること、また

こういったことを行って成果を上げているということを分かっていない一

般の方もいらっしゃると思います。もっともっと一般市民に啓発していくこ

とが重要ではないかなと思います。そしてＳＤＧｓの活動がさらに発達して

いく、人と人とのつながりがさらに良くなっていくのではないかと感じまし

た。 

加 藤 市 長… ありがとうございました。 

おっしゃるとおり関心を持っている方は情報を得られていますが、そうでな

い方については今年度の重点はまず言葉自体を伝えていく。お知らせをして

啓発していくことに今年度は重点を置いていきますので、今までやってきた

ことをこういう新しい枠組みを持って進んでいるんですよということを丁

寧にお話していこうと思っておりますので御協力いただきますようお願い

いたします。 

益 田 委 員… 私もＳＤＧｓとおだわら市民学校の取組は良いものだと思っております。た

だ、今お話しがあったように一般の市民の方にどれだけ広がっているかとい

うことに大きな課題があって、実際にここに参加されている市民の方はとて
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も意識の高い方が出ていると思うのです。 

私は自治会でも活動しておりますけれども、私の周りの方々にこういったこ

とに興味を持たれる方はいらっしゃらないです。言葉尻でもう無理という方

ばかりなのです。吉田委員がおっしゃっていたのですが、専門課程を卒業し

た方がどうやって実践者になっていくのかっていう時に、意識の高い方々と

地域の方々の格差がものすごくあって、お互いが今の状態で交われるとは私

には思えないのです。地域のほうもそういう方をすんなり受け入れるかとい

ったらたぶん受け入れてはもらえないと思いますし、こちら側に参加されて

いる方も地域の中でとなると「えっ」てなる方々もいらっしゃると思います

ので、そこの課題を専門課程が終わったときにどういうふうに市としてつな

げていくのかっていうのが大切なのではないかと思います。 

またそこには人材等々つなげていくっていうシステム人材等が必要だとは

思いますが、そこを一緒にしていかないと取組がなかなか活用できないと思

いますのでそこの辺を考えていったら良いと思います。 

和 田 委 員… 皆さん御意見をうかがっていて思うのはまた、事務方に怒られるけど、提案

させていただきたいのですが、こういうことを市がやっているということを

子供たちが知るっていうチャンス。学校の先生たちを通して情報は子供たち

に伝えられているのだろうと思いますが、ただやはり子供たちが直接専門家

の意見を聞くっていうそれも今もうこの中でも講師３人いるわけですよね。

そういう人たちが子供たちの前でプレゼンするっていうことはすごく大事

なことだと思うのです。これからの時代はプレゼン力って大きいですよね。

自分の考えを発表していくってことは。子供たちをどの学年でやったらいい

かということを検討していただいて、小学校の高学年から中学生の間で音楽

会や体育大会があるわけではないですか。そういうふうな機会で、小田原市

でこういうテーマで取り組んでいる人もいるんだよっていうことを子供た

ちに伝える機会というのがあったらいいな。それを聞いた子供たちが触発さ

れて「じゃあぼくだったらこんなことがやりたいです」というような発表の

機会があったらもっと良いなって。そういう関心がある人たちって選ばれた

人たちだけでなくて市民全員、未来を背負う子供たちに小田原市ってこんな

ことやっているのだよって、専門家から直接聞ける機会があるんだよってそ

ういうことがあったらいいなって皆さんの御意見を伺いながら思いました。 

加 藤 市 長… ありがとうございます。 

今御提案も含め皆様から御意見をいただきました。今回の教育大綱とのから

みで申し上げると、子供たちのいろいろの形の学びというものを小田原は地

域総ぐるみでやっていこうということにしているわけですけれども、こうい

った中にＳＤＧｓなりおだわら市民学校で目指しているものが文脈として

入ってくることが大切だと思いますし、それは単に認められたということだ

けでなくて和田委員がおっしゃったように子供たちにつなげていって子供

たちの学びの素材にしていくということが大切ということで、できるだけ生
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かしていくことが大切であります。 

そうは言ってもまだまだ知らない方が多いのでどのように伝えていくか。地

域の現実とその中でどう展開していくのかという見通しも一方でとても大

事なことですのでこれをやりながら地域コミュニティの底上げを図ってい

るわけですけれども、そこも連動しつついきたいということです。 

皆様方に確認しておきたいのですが、今回ＳＤＧｓ、おだわら市民学校は教

育大綱を策定した段階ではなかったものですので、そこで目指しているもの

あるいはそこでやろうとしているものをどう盛り込むかは別として、何らか

の形でこの中に反映させていくことも含めて考えていったらということに

ついて皆さん御異論はないでしょうかね。よろしいでしょうか。 

 

（意見等なし） 

 

加 藤 市 長… それでは今の御意見も踏まえてどういう形で、事務方とも調整が必要ですけ

れども盛り込みながら反映させてより広範な形でＳＤＧｓやおだわら市民

学校を子供たちの育ちや学びの場の充実につながるような形で盛り込んで

いければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは次のテーマに進めていきたいと思います。同じく基本目標の３つ目

の「多様性を認め、活かしていく教育のまちづくり」で、少数者への配慮を

し、スピード感をもった対応について御意見で触れられていました。 

本市でも、御承知のとおり本年４月に神奈川県内では２例目となるパートナ

ーシップ登録制度の運用を始めたところでして、その後、結構県内でも複数

の市が導入に向けて動いているところですが、こうした少数者の人権に配慮

した施策の重要性を認識し、市としても取組を強化しているところです。 

２つ目のテーマとしては「多様性を認め、活かしていく教育のまちづくり」

について、皆様から御意見をいただいていきたいところです。 

吉 田 委 員… 多様性を認め、活かしていくということについて、先ほど益田委員がおっし

ゃった地域の現状と意識の高い方たちとの違いというのにとても多く出る

と思うのです。 

障がいとか外国につながる子供とか性的なマイノリティ、またちょっと違う

暮らしぶりの方たちとか、そういう方たちが地域の中で認められて一緒に暮

らしていくためには、よく理解されている方がそうだねといっているのは当

然どこの地域でもあるわけです。小田原市の中で実際に暮らしている場面で

差別されないようにとか、一緒にいろいろな文化をお互い認めあって暮らせ

るようにしていけるといいなぁと思うのです。私も小田原市に限らず、特に

そういう勉強とか関心とかがあまりない方とお話しする機会があります。こ

れってもう 20 年 30 年前の意識じゃないのという価値観を前提に話される

方もいられるので、わざわざ研修に行かれないような市民の方たちが話し合

う場とかでそのような話題についてまた、小田原市の進んだ取組についても
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これが小田原市の普通にしていきたいんだっていうメッセージとか、今生き

ている社会はそっちに向かっているんだということが分かっていただける

ようなもっと身近なことを事例にして話をする機会がたくさんあるといい

のかなと思います。 

少数者が一番傷ついたり嫌な思いをしたりするのは自分の暮らしの中でだ

と思うので、その辺はできていくといいかなと思います。益田委員とかいろ

いろと具体的なアイディアをお持ちかもしれませんが。そんなふうに思いま

す。小田原市の取組はいつもこんなことまでもう取り組んでいて素晴らしい

と思いますけれども、地域の実態にどうやってつなげていくのかというのは

かなり大きな課題だなとは思っております。それは小田原市には限らずです

が。 

加 藤 市 長… ありがとうございます。 

例にあげてパートナーシップをはじめ他のいろいろなジャンルで同じよう

なことがありますので、なかなか広く皆さんが身近にそういったことを当た

り前として受け止めていくには課題が多いですよね。でも少なくとも教育の

場では早くから子供たちの心の中にあるということはとても大切ですよね。 

吉 田 委 員… そうなのです。私は福祉の人間なのですが、お子さんの教育というのが、い

ろいろな面で子供を育てるだけでなく家族を育てる。直接家族にアプローチ

できないですけれどもお子さんが学校で学んできたとか、お父さん言ってい

ること何かおかしいんじゃないのみたいに、こういうふうに先生に習ってき

たよとか家ですることによって少しずつ家族の意識が変わってくるという

ことは福祉の歴史の中ではあったことでそういう方向はとても良い方法で

あるといわれているので、お子さんが学校で習ってきた正しい価値観をおう

ちにどんなふうに家族に伝えていくかということも見据えながら教育をし

ていくといいのかなっていうふうに思います。 

加 藤 市 長… 後半でのテーマの話にもなるので、あとでゆっくりお話しお聞かせください。 

和 田 委 員… 今吉田委員のおっしゃっていたことに同じかなと思うのですが、やはり多数

派と少数派というものの見方で世の中は動いているのかなとは思いますが、

多数派が常識的であって正しい。少数派が言ってみれば大局的な言葉で言う

と非常識であって間違っているという考え方を是正することが根本にあっ

て、根本がそこだろうと思うのです。 

例えば、不登校の子供たちもやはり少数派なのですよね。そうすると多数派

に押されてぼくはダメな人間なのだというような意識を植え付けられてい

るのですよね。これがまた発達障害とかひきこもりとなるとなおその傾向が

強いです。NHK で二晩連続で発達障害とひきこもりというテーマで放送さ

れていましたけれども、見ていても発達障害やひきこもりの人たちが自己否

定に陥っている部分でなかなか元気を取り戻さないというここのところが

一番課題なのかなと思いました。要するに自己肯定感は誰にでも例え障がい

があるなしに関わらず自分の存在の肯定感が持てる社会にしていかなけれ
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ばいけないのではないかっていうことをつくづく感じます。やはり多様性を

みんなが共有できるような関係。例えば不登校の子供たちに対しても僕らの

ところは実は物理的な壁と人的な壁があって人的な壁は取り払っていこう

よということで我々の NPO の場合は学校に行っている子、行っていない子

をできるだけ混ぜるのです。できるだけ一緒に。そこに壁を作らない。ウィ

ークデーは学校に行ってる子、行っていない子で別れますけれども、土日だ

とか長期の休みの時は一緒に、学校に行っている多数派の子供たちも学校に

行っていない子たちを肯定的に受け止めていくという日常的な訓練という

かそういう取組を大事ではないかなとそんなふうに感じています。 

以上です。 

加 藤 市 長… ありがとうございます。 

栢沼教育長… 多様性というふうにとらえたときに、人の多様性と地域の多様性と二つ考え

られるのかなと思っています。先ほどお話しが出ていたように人の多様性、

障がいのあるものないもの、国籍の違い。こういったことをこれが混ざり合

って可能な限り共に学ぶというか生活できるという世界を目指していく必

要があると思っております。 

神奈川県でも「共に学び共に育つ」というテーマが小田原市でも同様に支援

教育の中では行われているわけですけれどもそれらを含めてインクルーシ

ブ教育というのがこれからしっかりと小田原の教育に根ざしていかなけれ

ばならないかなという点が一つ多様性に関してはあります。 

もう一つは地域の多様性ですけれども小田原という地域の持つ多様性を生

かす教育というのが非常に大事なのかなと思っています。それぞれの地域、

小学校・中学校 36 校ある中でやはり海側、山側、田園地帯とかそれぞれ学

校の場所が地域ごとに違うという特定、多様性というかその差をそれぞれの

地域の特性と捉えなおしてそしてそれを各学校同士が自分の学校にない交

流をするとかお互いに知り合うとか学び合うとかそういう互いの良さを学

び合うとかそういう考え方が地域の多様性としてこれからは必要なのかな

と感じています。 

感想です。 

森 本 委 員… 私も考えていたことが教育長と全く一緒だったのですが、小田原市は歴史と

伝統があって、特徴的な文化もあります。海山森など自然も充実しておりま

すので、都会とは違う特徴的な街であると感じております。それぞれの学校

や地域の中でも違った多様性があると思いますので、小田原市の中で地域の

方々が地域同士で交流して地域のことをお互いに知って多様性を認め高め

ていく教育の街づくりをしていけば良いと思いますし、今、小田原にも福祉

とかでも外国の方がたくさん働いていますので、そのような方にも小田原の

街づくり、多様性があることを知ってもらいながら小田原で働いていくのが

良いかと思います。 

益 田 委 員… 先日うちの地域で健民祭が行われました。その時に障がいを持った方から障
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がいを持った人でも参加できる競技はないのか、それを作ってくれないかと

いう提案がありました。どこもそうだと思うのですが得点競技として地域で

争ってやるので、運動ができる人を起用しやすくて、地域の新しい方がなか

なか入れないというジレンマに陥っているところに障がいを持った方から

提案があって、そうなんだなと思いました。あの場は連合単位で地域の方が

子供からお年寄りまでみんな出てくるので、最終的には災害の時に顔を知っ

ているというためにとても大切な場だと思ったのです。その話を反省会の時

にしたら、社協の方からある地域では得点を無くしてどんな人でも参加でき

るような形に変えた地域もあるのだよと教えていただいて、そういうふうに

どんどん小田原も変わっていかないといけないなと思いました。障がいを持

った方がそういう提案ができるというのはすごいことだなとその時思いま

した。 

こういう取組を小田原がしてきた成果なのだな。障がいを持った方が隠れる

のではなく、出してくれって言ってくださるという小田原すごいなぁと。で

すので、もっともっと障がい持っている方だけでなく、もっともっと多様性

のある方への取組を進めていけばきっとまた何年後かにはそういう少数の

方たちも出てこれる社会、小田原市になってくると思うので、この取組は是

非お願いしたです。 

以上です。 

加 藤 市 長… ありがとうございます。私は健民祭には全地区行くので分かるのですが、得

点に絡まない競技もかなりあります。それは地域の皆様の主体性で良いと思

います。ぜひ足柄学区の健民祭でやっていただければ。 

その他御意見聞かれて何かある方いらっしゃいますか。皆さん御意見を共有

したかとは思いますが、益田委員から話があったようにいわゆる少数派と言

われてしまうような方たちが自分のことをきちんと表現できる、存在を伝え

ていけるような社会の規範作りといいましょうか、いろいろな少数派といわ

れる方が自己肯定感を持って学んだり活躍したりするような学びの場とい

うことをしっかりと意識してそういったことを日ごろの教育活動の中で伝

えていくことの重要性。地域の多様性、すでに教育大綱にも盛り込まれてお

りますけれどもその辺はしっかり強調していくべきだなと聞かせていただ

きました。これについてはひとまず以上として進めさせていただきます。 

次に、重点方針の「４の生活力」と「５の家庭教育」では、委員の皆様から

子供の貧困ですとか家庭の孤立について意見を頂戴しています。 

教育大綱策定時には、既に子供の貧困というのは大きな社会問題となってい

ましたが、最近は、本市でもそうですが「子ども食堂」という形で子供たち

の御家庭の経済格差に関わりなく子供たちがいつでもだれでもいけるよう

な「子ども食堂」の開設が進んでおりまして、とても非常に良い傾向だと思

っております。数はまだ増えているところで、こういった背景も含めてまた

萩生田文部大臣の社会的発言が問題になっておりますけれども、そういった
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ことが社会的に更に関心がもたれている局面でもあります。子供の貧困や家

庭の孤立に対して教育あるいは教育行政が取り組んでいくべきことについ

て是非皆さんから御意見をたまわりたいと思います。 

吉 田 委 員… 子供の貧困についてはやはり貧困の連鎖ということが頭に浮かぶと思うの

ですが、家庭で保護者が自分の生活維持に必死ですと子供の宿題とか生活と

かを十分に見てやれないというようなことがあると思います。 

私の家庭の話ですと、自分の子育ての時も宿題を見てあげるのは大変だった

思いがありますけれども、何とか宿題をやらせて学校に行かせて、保護者が

見られない家庭はどうしているのだろうと思っていて、当時はそのようなこ

とは社会問題になっていなかったのですが、娘が孫を育てていて宿題を家で

やるのに一生懸命見てあげないと勉強についていけなくなるくらい宿題の

量が多くてそういう時に家庭で勉強を見てあげられない子の勉強を見てあ

げるというのも必要になってくるのかなと思います。そういう家庭のお子さ

んだけ勉強を見てあげるのって難しいのですよね。和田委員もおっしゃって

いたと思いますけれども、そういう子供だけ集めるとなるとなかなか集まり

づらいかな。みんなが集まってくるとそういう子たちにスポットが当たらな

くなる。その辺をどうにかクリアしながら家庭で勉強を見られないお子さん

のために勉強を見てあげられるようにしていかないと学校でも孤立感が出

るでしょうし、勉強についていけなくて学校にも行けなくなるようなことが

起こるのかなと思いますので、貧困の家庭の子供さんの家庭学習をどう補っ

ていくかその辺はとても大きな課題なのではないかと思います。 

和 田 委 員… これこそ地域差があって、都会は結構オープンなのですけれども、小田原や

県西地域にくると隠蔽体質が強いのです。家庭がなかなかオープンになって

いかない。今度は子供や若者たちの実態をみると昔は本当に自分の部屋に閉

じこもっていて、訪問者も受け付けないという。もっと以前は家を壊して壁

に穴をあけたりそういうふうなことだったのです。今から思うと彼らはやは

りエネルギーあったな。壁をぶち壊すのは良くないけれども、エネルギーあ

ったな。最近は、不登校もひきこもりの人たちも部屋に閉じこもっている。

籠城型は少なくなってきている。ちらちら出てくる居間とか。家の中で動い

ている。そうすると、支援する立場としては、アウトリーチ、こちらから出

向いて行って彼らと関わりを持って行ってあげることで社会とのつながり

を持たせていくというアウトリーチが結構重要な要素になってきているな

と思っています。 

それから、もう一つは実は生活困窮者自立支援法に基づいた県内の取組の県

央と県西地域を私の NPO が受け入れを担って３年目ですけれども、いろい

ろなところでこの貧困に対しての取組をやっていて、実は 11月 18日の合同

庁舎でこの地域のこの問題について連携会議を開くのですけれども、情報を

得ていく中で、これおもしろいねって思ったものは、平塚市の太洋中学を拠

点とした取組でした。学習支援と称してやっているのですが、支援者は市内
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の大学生や元教員、経験豊富な地域の方々で、運営資金はボランティアや地

域住民でまかなっている。学校の施設を使ってしかも、だれでもいい。小学

生でも中学生でもいい。夕飯になると家で帰って食事しない子たちに夕飯ま

で出しているのです。結構、これは教育だけでなく、いろいろな分野と連携

して学校の空き教室を活用してやっている。これは広がりを見せている。次

年度はちょっと空き教室のところを広げていくということも聞きました。 

できるだけそういう現場を見せてもらったらいいなと思ってコンタクトを

取って見に行こうと思っていますが、教育大綱を見せてもらった時に文言の

修正は全然必要ないなと思っています。よく練れているなと思って。ただ時

代の変化が速いからそれに即応していく中身が備わっていったらいいなと

思っていて、特に貧困の問題は直近の課題かなと思っていて、そういう事例

がありますので是非知っていただくというのは大事かなと思いました。 

栢沼教育長… 子供の貧困ということでまず話があったとおり、子供によっては経済的な理

由で学習塾とかに行けない子供たちをターゲットということではなくて、す

べての児童を対象にして本市で今取り組んでいて、今年度全教室できました

けれども、放課後子ども教室。これに一つの学習支援ということを置いて、

学びの機会を保障する教室を展開しているわけですけれども、人材不足とい

うか、人手があればもっともっと開設できるのになというようなところが今

後課題でもあります。 

また、家庭の孤立という点では、逆に子供会というところに着目しているの

ですけれども、親御さんが役員を高学年になると親の都合で辞めていくとい

うそのことによって子供会がどんどん縮小化し、休止ししたりとか、廃止に

なったりそういう状況が小田原でも傾向としてあるわけですけれども、子供

たちの縦割りの中での学びもそうですけれども、一緒に親御さんが関わって

土日等でイベントに一緒に参加する。その孤立というところも親御さん同士

のコミュニケーションがとれていいのではないかなと思うけれども、そうい

ったところが逆に役員になるのが嫌というかできないということから子供

会を脱退していくというこの傾向がどうも気になっていけないというふう

に思っています。何とか自治会なりまちづくり委員会なり PTA 含めて子供

会の在り方についてみんなで考えていかなければいけないなと思いました。

あと、昔、地区別生徒会とか、地区別児童会があって、地区出身者でまとま

って縦の組織を作って活動したり地域の清掃をしたりとかあるいは地域の

いろいろな行事に関わったりとか地区別児童会・生徒会が縦割りであったり

とか、そこが今ないということですが、今後できるといいなという気がしま

す。小田原で子ども食堂。食だけではなくて地域の高齢者も一緒に参加して

子供たちと一緒に、また自らも一緒に楽しんだりそうした雰囲気の子ども食

堂が展開されている。こういったことが全小学校区地域にできたらいいなと

思っていますが、バックアップ体制がないと難しいかなと思っています。学

校教育の中では放課後子ども教室を今後さらに充実させていくことが大切
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だろうと思っています。 

以上です。 

森 本 委 員… 孤立をしないように、させないようにということが大切だと思います。保護

者と子供あるいは親子同士の交流ができる場の環境づくりをして、しかも気

軽に参加できるような取組が必要かと思います。意外と親子の交流や他の親

子との交流というのは幼稚園の時から交流が始まり小学校へと続いていく

ことがあると思います。幼稚園の時からの家庭同士・親同士・子供同士の交

流がどのような環境でうまくできるかということを考えていったほうが良

いと思います。なぜ孤立してしまうのか、その要因や原因、そしてそれが家

庭の問題なのか親の問題なのか、あるいは社会の問題なのか。孤立してしま

う、また孤立してしまった子供たちはどういう要因なのかを詳しく分析する

必要があるのかと思いました。 

益 田 委 員… 家庭の教育力が失われていることに気づいていない親へのアプローチとあ

りますけれども、本当にそのとおりだと思っていて、家庭環境の貧困ではな

くて、わたくし今、支援級の子供の家庭教師をしているのですけれども、家

庭に入って勉強を見ていると例えば、お母さんが書いてくれたんだ、丸つけ

てくれたんだっていう、お母さんが丸つけている、バツをつけている答えが

もう違っていて、お母さん自身の学力が足りない家庭がありまして、お母さ

んが一生懸命勉強を教えようとしているのだけれども、教えた結果が間違っ

てしまっている。そうすると子供は親が絶対だと思っているので、お母さん

が間違えていないということで、間違えたまま覚えてしまうという家庭内で

の連鎖というのもありまして、貧困だけではないなって意識は持っていて、

それができない親というのもいまして、そういうヘルプを出せないそういう

お母さんたちって大体学校の先生が苦手ですので、学校の先生に相談するっ

ていうのはまずできないので、家庭が助けを求められる場所があるといいな

と思っていて、先ほど教育長がおっしゃっていた子供会が地域に根付いてい

て一番の役割を果たすところだと思うのですが、おっしゃられたとおり役が

おりてくるとお母さんたち辞めてしまう。そのとおりなのです。でも、お母

さんたちはサッカーの役とかバスケの役とかはやるのです。ということは、

何かメリットがあればやるのです。やはり子供会も地域に根差していて地域

にいる方もともといる方たちが助けてくれるとか何かいいことがあれば子

供会やっていて子供が楽しい、自分も他のお母さんたちといて楽しい経験が

あれば辞めないのですね。うちの地域はほぼ 100 パーセントなのでそれを

仕掛けていくということは大切。地域ぐるみで子供会だけを切り離すのでは

なくて子供会は地域のものですので、みんなで考えていかなければならない

と思っています。子供会は大切。この間も健民祭見ていても子供がいれば親

も出てくる。知らない親を地域でもわかるという循環がありますので、その

辺をうまくできるようになっていけばいいなと思います。 

以上です。 



17 

 

加 藤 市 長… ありがとうございます。 

子供の貧困や家庭の孤立ということで、家庭の中そのものには入っていきに

くいテーマでありますけれども、外側で取りうる方策、一部そういった孤立

してしまう家庭ですとか、親が抱えてしまっている課題についてもいろいろ

とアプローチしていく必要があるのではないかと皆さん方問題視している

点が出ていたと思います。 

後のテーマにも絡みますが、貧困だけが原因ではなく、現代の社会状況を少

し踏まえた形で補強すべき大事なテーマ領域ではないかなと思っています。

追加で何かあれば。 

次に、重点方針の「８のコミュニティ・スクール」につきましては、平成 27

年度から導入をはじめたものですので、教育大綱を検討していた際には、本

市の中には具体的な成果が本市ではまだ出ていない段階でした。栢沼教育長

も御尽力していいただき、本年度、全小学校に設置されましたが、御意見の

中にも、地域が学校の運営に踏み込めていないという御意見や、コミュニテ

ィ・スクールの議題と成果について、これは資料請求と合わせた御意見があ

りました。 

本日は、先程説明がありました資料１―３として、「学校運営協議会の実施

状況について」も参考にしていただき、コミュニティ・スクールについて御

発言ください。教育長からお話しを伺ったほうがよろしいでしょうか。 

栢沼教育長… 小学校 25 校全校設置という現段階でございますけれども、やはりこのコメ

ントにあるように、地域が学校の運営に踏み込めていないというこの辺のと

ころ一つ今後のコミュニティ・スクールにとっては課題かなと思っておりま

すけれども、もう一つ教育委員会定例会でも質問したのですけれども、数値

目標でなくて全国学力・学習状況調査の中の地域の行事に参加している割合

が全国平均を小学校、中学校ともに本市は地域の行事に参加している児童の

割合が両方とも下回る結果になっている。数値で全国が 68.0 パーセントに

対して小学校が 56.3パーセントと下回っていて、中学校も全国が 50.6パー

セントで本市は 40.4 パーセントと本市としては年次計画を見るとじわじわ

と上がってきているのですけれども、全国の児童生徒の地域行事への参加率

からすると本市が非常にまだ下回っているところで気になっているところ

です。 

それはいったいどうしてかと考えると、例えば地域行事が大人を対象として

いるものが多くて、子供を巻き込んでやるものもあるけれども子供たちの役

割みたいなものがないのかなと、地域行事も大人、高齢者対象のイベントに

偏っていて子供たちをターゲットにして子供たちを巻き込む催しというか

イベントというか企画というかそういうものが少ないかもしれない。子供た

ちだけの世界と大人だけの世界が分離型に地域のイベント行事等がなって

いるのではないかと。そこに子供たちが入っていけない要素も一つはあるの

かなと思っています。中には地域で世代間交流という事業をやっていて、子
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供とお年寄りと三世代で活動をしたり、お花見をしたりとかそういったこと

も聞いていますけれども、まずそこがどうして全国と比べて地域の行事への

参加率が本市の子供たちが低いのかなというのがまだちょっと悶々として

いるところです。 

あと、コミュニティ・スクールに関しては学校評議員制度から学校運営協議

会制度に代わったそこの目指すものはやはり共通の子供像。地域が目指す子

供像と学校が目指す子供像それをお互いに出し合って共通の子供像を作っ

てそこに役割分担をしてそれぞれで子供の成長に関わっていこうと。そうい

うところが今後全部読んでいないのですけれども、少し足らないのかな。そ

ういう感じがまだしています。もう少し目標を共有化というかそういったと

ころが必要になってくる感じがします。 

あと、今後のコミュニティ・スクールの課題としては、小学校の子供は今ま

でのやってきたことの成果を踏まえて、中学校への設置も当然考えておりま

すので、この設置をどういうふうに考えてもっていくかということを来年１

年間研究して次年度から設置の方向で今検討していただいているところで

す。 

これも今後コミュニティ・スクールについてのテーマかなと考えています。 

以上です。 

吉 田 委 員… 今ざっとコミュニティ・スクールの成果とか課題のところを読ませていただ

きました。いろいろなことを各学校でされていて、多様だなと思いました。

コミュニティ・スクールに参加している委員の方たちが学校の運営に対して

いろいろと意見を言ってくださるとか、理解していくのもとても大切なので

すけれども、いくつかのコミュニティ・スクールでやっているように委員の

方たちが地域の中に「学校がこんなことやっているよ」とか「子供たちが今

こんな活動をしているよ」ということを発信してくださると子供たちや学校

に地域の方達がいろいろと関心を持ったり、協力者も増えるのかなとは思い

ます。 

それで委員の名簿を拝見するといろいろな団体から出ていらっしゃるので、

団体に戻った時に「これを団体に伝えてください。」とか「こういうことに

ついて話し合っていただいてまた戻していただけるとありがたいです。」と

かそういう形で学校と地域の団体との情報のやり取りをできるようなパイ

プに委員さんがなっていただくと学校や子供に対して地域全体の意識が高

まるのかなと思います。もうやってらっしゃるのかもしれませんけれど、そ

んなふうに感じました。 

和 田 委 員… コミュニティ・スクールの目指すところは地域の人たちが「おらが学校だ」

という意識を持てるという状況になっているというか、子供たちの育ちを見

守りながらそれを支えていく神輿の担ぎ手、自分も神輿の担ぎ手だよという

意識が育っていくっていうことが一番重要な目標だというふうに思います。

その中でなぜ、コミュニティ・スクールなのという原点に戻ってみると、小
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学校を中心に展開されていた地域活動というものが従来もあったわけです

よ。そこに限界を感じたから地域の人たちがもっと積極的に入ってという流

れだったと思います。 

そういう視点から見ると、学校は場を提供したり機会を提供したりする場で

あるかもしれないけれども、そういう意見は対等な関係で地域の人たちとそ

の学校関係者の間でどれだけいわゆる職員でない管理者も含めて、出ない人

たちの意見が反映されてきているかというところの柔軟性というのをチェ

ックする必要がある。もちろんそういう外部の人って学校運営協議会委員の

人たちがそういう意見を積極的に建設的な意見を言って、それがどれだけ地

域に反映されて教育に反映されているかっていうのがとても大事なのでは

ないかと思います。今の時代を見ると特に地域の人たちと学校の先生たち、

共有できることっていうのは命の大切さだと思うのです。今のこういう急変

した自然災害なんかに対応するだけのこれってまさに地域的な差がたくさ

んあると思います。川が近いところに学校があったり、崖の多いところにあ

ったり、そういうふうなところで「いのち」ということに立った意見が活発

に行われることってすごく大事かなと思います。 

教育委員会の中で今年度良かったなと思うのは、安全な簡単な修繕を地域の

人たち、ＰＴＡも一緒になって提案して資財を市のほうから出してもらう。

これは相当もっともっと積極的に地元の人たちは錆がきているからあの壁

を塗りなおしたい。業者に全部丸投げではなくて、地域の人たちができると

いうことでいくつかの提案が学校からあって、実際に行われているというこ

とも聞きました。これは「おら学校」の意識を育てていくものになったなぁ

と思っています。 

森 本 委 員… 和田委員から話がありました防災という点で、今回本当に小田原市のほうで

は未曽有の被害はなかったのですが、ほかの地域では大きな被害がありまし

たので、地球の温暖化によってまた来年以降もこのような状況が起こること

が十分考えられます。台風だけではなくて、大雨、地震、暑くなっての熱中

症の問題もありますので、今お話しがありましたけれども、自分の命を守る

ということで学校、地域で改めて防災の教育というのを推進していく必要が

あるのではないかと思いました。 

あと、11月号の広報小田原にあったのですけれども、「地域の目が子どもを

守る」ということで、芦子地区で小学校通学路安全マップというのを作って

いると記載されておりました。このようなマップがあると親も子供も普段の

通学路でも気を付けることができ、地震があった場合にもこのようなマップ

があれば前もって注意できるかと思いました。ほかの地域でこのような取組

をやられているかは分かりませんが、ほかの地域でもし芦子小学校で行って

いるような試みをまだされていなければ安全マップを作るのは非常に良い

と思いました。 

加 藤 市 長… 安全マップですが、芦子小学校も私がＰＴＡ会長をやっている時からだんだ
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んバージョンアップしているのですが、多くの学校でこのマップは作られて

いまして、地域ごとに特色がありますよね。こういったこともぜひ地域と学

校が協力しあっていくためには非常に良い素材であると思います。 

益 田 委 員… 実際たぶんまだ学校運営協議会が学校評議員制度とどういうふうに違うの

かという、違いを明確にしていくっていうことはどこの学校も模索中だと思

います。何校かに書いてあるのですが、委員の選定については悩むという学

校が何校かあって、これは切実だと思っていて、地域の各団体の代表者さん

で構成されているのですけれども、それはそれとして学校評議員制度から学

校運営協議会制度に変わったときにメンバーもそのまま変わっていないの

で、何をどうしたら良いのか分かっていないというのがたぶん現状です。 

そこに、先ほど出ていたおだわら市民学校で学んだ方とかが、地域にいると

かの情報が学校にあれば団体の代表でなくてもできる。地域や学校に興味関

心があればできることだと思うので、逆にそういう方が入ってくれることで

活性化していくと思うので。正直マンネリ化してきているので、大切な取組

で委員さんたちも各団体の代表なので、自分たちの仕事があってコミュニテ

ィ・スクールで地域に発信まではできていないので、まだまだ委員さんだけ

でやっているという感じでして、あまり地域に広がっていないので、まだ始

まったばかりなのでここからどうするかというのを考えていくのはこれか

ら先だと思うのですが、テーマを決めて地域と学校が一緒にやっていくとい

うやり方が、地域の方にとっては一番やりやすいのかなっていう気がしてい

ます。 

        以上です。 

加 藤 市 長… ありがとうございます。実際に始まったばかりの学校もあります。成果はま

だまだこれからだと思いますけれども、益田委員言われるように学校評議員

との差がなかなか地域の方のほうでもまだまだ伝わっていないということ

もあるでしょうから。これは折角各地域まちづくり委員会も立ち上がってい

ることですから、こういったことと連動させながら小田原モデル的なコミュ

ニティ・スクールができてきたら良いなと思います。これは数年間で導入し

てきた経緯も踏まえ教育大綱の内容として補強していくような分野に該当

するのかなと思っています。 

一通り現在の教育大綱の振り返りということで議論をいただきましたので、

今日いただいた意見を踏まえて今後の改正時に教育大綱に盛り込むべき素

材とさせていただきます。当然、今後の作業の中では皆様方に随時内容等は

お諮りしながら進めていくことになると思うので、お願いをいたします。 

意見交換は以上となります。冒頭にお話ししたとおり改めて確認ですが、令

和４年度まで、現大綱を延長することでよろしいでしょうか。 

 

（意見等なし） 
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加 藤 市 長… 教育大綱については令和４年度まで延長ということを改めて確認させてい

ただきました。 

それでは、議題１「小田原市教育大綱の振り返り」は以上とさせていただき

ます。次に、議題２「次回のテーマ設定に向けた意見交換」に移ります。 

事務局から説明をお願いします。 

教育総務課長… 御説明いたします。 

議題２につきましては、次回の第２回総合教育会議に向けまして、論点整理

をさせていただくということが目的でございます。 

平成 30 年度の総合教育会議で、総合教育会議で取り扱うテーマについて話

し合った際、市長から、資料２の枠の中のような御発言がございました。 

（１）として、親世代の課題が次の世代に拡大再生産しているのではないか、

親世代にアプローチできないか。（２）情報化が進む中で体を使って生活す

る中で得られることと社会の変化に適応することのバランスをとることが

難しい。（３）国の学習指導要領が改定され、子供が学校で学ばなければな

らないことが増え、余白がなくなっている状況をなんとかできないかという

趣旨の発言がありました。 

こうした発言を受け、事務局といたしましては本年度第２回総合教育会議で、

「子育て家庭に対して地域、学校、行政がどのようなアプローチができるか」

をテーマとして設定し、今後の具体的な施策に結び付けられるような場とし

たいと考えております。 

子育て家庭への支援は子ども青少年部、家庭教育を含む社会教育は文化部、

地域に対する施策は市民部、学校教育は教育委員会でそれぞれ施策を担って

おり、非常に幅の広いテーマとなります。 

このため、本日、総合教育会議の中でフリートークをしていただき、これを

次回の会議に向けて事務局で整理させていただきます。 

御意見を関係所管とも共有させていただき、第２回総合教育会議では、整理

した論点をもとに関連所管を含めた協議の場として設定しようと考えてお

ります。 

時間が押してまいりましたので、言い足りなかったところは後日メールなど

で頂戴することも含めて様々な御意見をいただければと存じます。 

以上でございます。 

加 藤 市 長… 資料の説明は以上でございます。振り返ってもらいましたが、前回の総合教

育会議の中でもお話ししたように皆さん教育大綱の振り返りをさせていた

だくなかでいただいた御意見、また今日のこの場でもこのテーマについては

非常に根本的なものが横たわっているものだと思います。 

そういうことで、このテーマを設定してはどうかと提案をさせていただいて

いるわけですが、今、課長説明のとおり多岐に渡っているというか、どうい

うふうにこのテーマに切り込んでいったらいいのかという難しさもありま

すし、現実論として行政の教育政策として家庭の中のこと、親の意識とかと
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いうのはなかなか通常の外側からのアプローチというのはなかなか踏み込

み切れない部分があって、アプローチそのものの在り方については考えてい

く必要があると思います。子供会の件ですとか親御さんの教育についていく

つか出ていましたが、こういったことをどういうふうに切り込んでいったら

いいかということをお話しいただいて次回までの論点整理につなげたいと

思います。 

今日は議論の核心までにはいきませんが、皆様方のお考え、こういった観点

が大事なのではないかということをできるだけお聞かせいただければと思

います。 

吉 田 委 員… なかなか行政とかが家庭に入っていくのは難しいかとは思うのですが、保護

者の方が学校の先生に話ができたらとても良かったとか、困ったことがあっ

たら学校の先生に相談しようという関係が築ければいいなとは思いますが、

わたくし小学校の先生の教育には全然分からないことばかりなのですが、小

学校の先生って家庭支援とか親へのカウンセリング的な関わり、そういうの

を身につけていらっしゃるのでしょうか。どうなのでしょうかと思うのです

けれども、たぶん親としては学校に行って先生に話しをしたら聞いてもらえ

たし、自分の悩みを分かってもらえたと思ったら学校に相談に来て、先生も

お子さんの家庭での様子が分かるし、先生のおっしゃる言葉も保護者に通っ

ていくと思うんです。保育者の養成のなかではまずは信頼関係を築くこと、

指導をしないことを教えるのですが、その辺学校との違いがあるのかなぁと

思います。 

加 藤 市 長… 教師の側から家庭なり親へのアプローチをしていくということについての

課題ということですよね。このあと時間があれば教育長か教育指導課長にコ

メントいただきたいたいところですが。 

和 田 委 員… 学校教育であろうと、社会教育であろうと、目指すところは子供たちが社会

的に自立をしていける。独り立ちでやっていけるというふうな、もちろん障

がいがあるお子さんや、そういう意味でやはり支援をしていかなければなら

ないというところでの自立も思いますが、そこら辺も踏まえて、つくづく感

じるのは今の教育の在り方で二人に一人は不遇な生活をしているという実

態。これってやはり教育の結果なのではないかと思います。 

大学を卒業して社会人になって、早期離職してしまう人が４割近く、就職活

動の段階で諦めてしまう方が７万、８万人いる。トータルで 50パーセント、

半分くらいの人が経済的に不安定な状態に陥っている。個々の問題をきちん

と見て、社会的自立ということが、教育で大事なのですよねという認識を教

師も持たなくてはいけないし、家庭も親も持たなくてはいけないし、つまず

いてなかなか上手くいかない人を見ると、親たちが描いているものは家づく

りで言うと土台を作らずに家を建てることに目が向いている。だから土台が

ない感じがするのです。だから、特に役割としては土台部分は家庭が担うと

ころが多いですよね。 
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私のところでこの間、横浜の小学校５年生の子が来て一週間体験したのです

が、われわれのところは食っていける力をつけようというのが趣旨ですので、

自分たちが食べるものを畑で生産するんですよ。彼は終わるたびに「ただ働

きさせられた」と訴えるのです。これってお手伝いというとても重要な働く

力をつける土台づくりなんだよというふうに言ったんただけど小学校５年

生って親の影響が強いんだろうなって思いました。なかなか「ただ働き意識」

から抜けない、やらされているっていう気持ちが強いのです。 

例えば親たちはスイミングに行ったりピアノを習ったり学習塾に行ったり

お金を払いますよね。じゃあ働くっていう力をつけることに関心がないんで

すよ。考えてみればともかく家庭や地域の人たちとの関わりの中でかつては

無償で力をつけてきたんだろうと思うのです。その意識が全く改善されない

まま家庭の教育力が地に落ちているにも関わらず、そこのところがでも生き

ていくのには一番大事なところじゃないですか。継続的に働くことができる

力って。だからそこのところのやはり意識改革というのが次の時代にとても

大事なことになるのかなって。 

幼児教育の無償化が言われていますが、長野県に嫁いだ女の子ですが、教え

子がお産をする時にいくらかかるのかと聞くと、60 万と言っていました。

そしたらそれを聞いた東京都で暮らしている子はそんなどころじゃない

100万くらいかかっちゃいますよということを言っていました。だったら幼

児教育をいくら無償化したってお産のところでそんなにお金がかかる実態

があるのだったらなかなか産めないよねって感じました。 

だから、安心して子供を産めるような誰でもがみんな安心して産めるような

社会にしていくっていうことも重要なテーマではないかと思いました。 

栢沼教育長… 三者の相互の関わりというところを考えた時に一つはやはりつながりづく

りというかそこの一つとして居場所なのかなって。この三者がつながる居場

所をどういうふうに作っていくかというか。それから、居場所もそうですし

きっかけというかフィールドづくりというかそういったところがこの三者

を相互に関わらせていくヒントになるのではないのかな。具体的には浮かば

ないのですが、つながりづくりをしていくための居場所あるいはフィールド

を作っていくことかなと思うのです。 

例えば、ボランティアなんですが、自治会で登下校の交差点に立って年間通

して見守りをやっていた時に、自分の当番の近所の子がいるんですが、近所

の子がいつも学校たよりを持ってきてくれる。そこにすごいつながりがある

のですよね。ほとんどの小学校で子供が担当のボランティアさんを決めてい

てそこに届ける。近所の子にはポストに入れていていいよと言っているんだ

けど、そういうことをしないで私がいる夜とか夕方とかに必ず夜の場合はお

母さんと一緒にとか届けてくれる。いろいろな方法があるので、上手く言え

ないのですが、そこでコミュニケーションが結構とれて、そこでつながりが

とれている。千代中でしたか、今やっているか分かりませんが、昨年はやっ
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ていたと思うのですが、地域の防災リーダー消防団とか、自治会長、民生委

員さんとか絶えずゴミ拾いを一年間通して一時間位ゴミを拾っている方と

か、そういう方に子供たちが直接行ってインタビューして感謝の言葉と同時

につながりを持っているという、そういう地域の方々へのインタビューみた

いな活動をしている中学校があるんです。そういった子供が地域に出かけて

直接そういう方々と交わるそういうことも一つきっかけになるのかと思う

のですが、いずれにしても三者が相互に関わっていくというのは、つながり

づくりみたいなものをしていかないとなかなか難しいかなと思っています。

「教師に相談を」というこれは理想なんですけれども、なかなか子供たちに

とっても誰に一番相談するかというと先生でなくてお友達、その次に親、先

生が下位にあります。信用されていないのか、話しにくいのか、親御さんが

先生に相談するのは特別の信頼されている先生かもしれないので、なかなか

難しいのかなとも思いますが、親御さんが相談される場所として一つはＰＴ

Ａがあるのかなと。役員さんが中心になっていますが、学校によってはＰＴ

Ａが主催で地区懇談会のような地区ごとに公民館に集まって子供の青少年

の問題とか子育てとかいうことを学校の先生と地域の方と親御さんとで集

まって話し合ったりしている。そういう場面は一つ地区懇談会は良い場かな

というふうに思います。ほとんどの学校はやっているんじゃないかな。活発

化させていくといいかなと思います。 

森 本 委 員… 子育て家庭に対してどのようなアプローチができるかに関しては、子供たち

の健康・発育に対して考えがございます。今年の 10 月に小田原医師会の方

では「小田原医師会禁煙宣言」を発しました。小田原医師会は喫煙に関わる

全ての健康を予防すべく積極的に禁煙活動を取り組むことを表明してここ

に禁煙宣言を行うということをしました。 

その中で大きな項目として３つあるのですが、その中の一つが「吸わない人

（非喫煙者）の健康を守る」ということがあります。受動喫煙に関してはそ

の健康被害は喫煙者と同等であることが証明されております。喫煙被害を受

けたくない人や将来を担う子供たちの発育への悪影響を防ぐ必要があるの

ではないかと思います。やはり公共の場並びに家庭内においてもいち早く受

動喫煙を完全に防止するような環境づくりが必要かと思います。家庭では親

御さんがたばこを吸っている方の子供たちが受動喫煙の影響を受けやすい

ので、たばこの健康の害に対しての教育的なことを子供たちあるいは親御さ

んたちを含めて行っていく必要があると思います。そのような禁煙に対して

の地域・学校・教育のアプローチが必要なのではないかと思いました。 

あと、学校医をしていて、中学校・高校に行くとすでにたばこを吸っている

子供たちがいると報告を受けています。未成年からたばこを吸っていると身

長が伸びづらくなったり、あるいは集中力が悪くなって成績が落ちてしまっ

たり、ということがあります。やはり子供のころからたばこを吸わせないこ

とが重要であります。大体は親御さんがたばこを吸っている家庭がほとんど
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なので、健康への害があるということを積極的に啓発していく必要があるの

ではないかと思いました。 

そして、生活習慣病に関しては、普段の御家庭での生活習慣、食習慣が生活

習慣病の発症の基礎となりますので、生活習慣病を予防に対しても親御さん

に啓発が必要ではないかなと思います。 

以上です。 

益 田 委 員… 今のお母さんたち赤ちゃんを産んだ瞬間から目の前のことで精一杯になっ

ていて、次に保育園どうするんだ、保育園じゃなければ幼稚園どうするんだ、

まず保育園に入れなかった時点で申し訳ないですけれども行政への不満が

赤ちゃんの時代から出てくる。小規模保育等が増えてきているといっても幼

保の問題というのは、お母さんたちが安心して子供との時間が持てていない

ような気がするんです。先のことばかりを見ているというか保育園であった

り幼稚園であったり学校であったり、資料にもありますように、お母さんた

ち親の世代が蓄積した課題を次の世代へとありますけれども、本当に自分が

やり残してきた、できなかったことを子供に反映させて、子供がそれをでき

ることでお母さん自身の自己肯定感を得たいと思っているような感じが今

まわりでしていて、だからといって、お母さんたち自分の手を育てようとい

うのは今ないので、保育園に預けたり、それはいいのですが、仕事をするの

はいいのですが、学校に行って勉強ができなければすぐ塾に行ってしまう。

サッカーとかスポーツ関係はコーチがやってくれる。子供会とかＰＴＡとか

自分が子供と関わってやるものはやりたがらないというどんどん自分の子

供の教育とか自分の子供とのつながりを自分から切り離していってしまっ

ているお母さんが何となく増えているような気がするのです。 

そこで一番力を発揮してくれるのは行政だと思っていて、安心感、大丈夫な

んだよという安心感を与えてあげてほしいなと思って、いろいろなことをや

ってくださっているのはわかるのですが、お母さんたちには浸透していない

というところをもう一度そこの立場にたって学校もそうですけれども、見直

していったら良いと思うのですが、だからといってどのようなアプローチが

というところはまだちょっと分からないところです。 

以上です。 

加 藤 市 長… ありがとうございました。それぞれの立場からのお話しで次回今出ているお

話しで論点を少し整理をしていきたいと思いますけれども、家庭の外側にい

る立場から発想できること、益田委員は若いお母さんの立場からの難しさと

いうことをおっしゃっていただきましたが、どのようにそういった状況を保

護者の方、親御さん自身がしていくのかそれを御本人が改善していくのか周

りがいろいろなサポートで改善に向かわれるのか切り口はいろいろとある

と思いますけれども、事務方で整理をしていただければと思います。いずれ

にせよとても大事なテーマになりますので丁寧に話を進めながら今後の具

体の結びつけるテーマですのでまた次回まで論点整理が出た段階でお伺い
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させていただきますけれども少しテーマについてのアプローチについては

温めていただければと思います。 

意見交換はここまでとさせていただきます。ありがとうございます。次に、

３「その他」についてですが、事務局から何かありますでしょうか。 

教育総務課長… 皆様、本日は、長時間にわたりありがとうございました。 

次回の会議につきましては、本日の御意見を整理し、関係所管とも調整した

上で、設定させていただきたいと存じます。時期としては１月後半から２月

の前半に設定したいと考えています。 

よろしくお願いします。 

加 藤 市 長… 折角の機会ですので、委員の皆様から情報提供なり共有したいことがあれば

御発言お願いいたします。 

 

（意見等なし） 

 

加 藤 市 長… それでは、以上をもちまして、用意した案件はすべて終了いたしました。進

行を事務局にお渡ししたいと思います。 

教育部副部長… ありがとうございました。それでは、これをもちまして、令和元年度第１回

小田原市総合教育会議を終了させていただきます。 

 


